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序

県下有数の大河である宮川の流域には、古くは旧石器時代から連綿とした人

間の営みがありました。それらは、土に埋もれた遺跡として今に残り、大地に

刻まれた地域固有の歴史遺産としてかけがえのないものであることは言うまで

もありません。さらに、これら埋蔵文化財は地中に埋もれており、平素、我々

が直接目にすることはできません。それゆえに、一般文化財とは異なる慎重な

調査と保護の必要性があると言えましょう。

一方、宮川を水源とする宮川用水は、古来農地が高位にあるため、宮川を間

近に控えながら、その水を灌漑用水として十分に利用できず、天水や溜め池な

どに頼っていた地域を潤してきましたが、完成から 30年の年月が経過し、農

業を取り巻く環境の変化による用水不足や、施設の老朽化により、地域の営農

活動に深刻な影響がでてきております。これを受け、宮川用水第二期土地改良

事業が行われることになりました。

宮川用水第二期土地改良事業地内には、多数の埋蔵文化財が遺存しているこ

とが確認されています。これらは一度破壊されてしまうと二度と復元できませ

ん。しかし、その一方で用水路の改修も急務となっており、三重県教育委員会

では、これら埋蔵文化財の保護と用水路の改修との調和を図るため、農林水産

省等関係機関と協議を重ねてきました。その結果、エ法や設計の変更等により

極力遺跡の保存を行い、やむを得ず工事によって保存できないものについては、

当埋蔵文化財センターが発掘調査を実施し、記録保存することになりました。

今回報告するのは、多気郡明和町に所在する外山遺跡及び片落c遺跡の発掘

調査記録であります。本書が、消滅した遺跡にかわって、郷土の歴史・文化を

未来に伝える一助となれば幸いです。

なお、末筆ながら、発掘調査事業の推進にあたり、ひとかたならぬご理解と

ご協力をいただいた農林水産省東海農政局宮川用水第二期農業水利事業所並び

に、社団法人中部建設協会、明和町教育委員会をはじめとする関係機関各位及

び、地元の方々に心から深謝し、厚くお礼申し上げます。

平成 12年 3月

三重県埋蔵文化財センター

所長 大井輿生



例 言

ー 本書は、三重県教育委員会が農林水産省東海農政局から委託を受けて実施し

た、国営宮川用水第二期土地改良事業地内に所在する埋蔵文化財発掘調査事業

のうち、平成 10年度に現地調査を行い、平成 11年度に整理・報告書作成業務

を実施した、外山遺跡及び片落c遺跡の発掘調査報告書である。さらに付編と

して、平成9年度に実施した工事立会いの結果、現状保存された長五郎林B迫

跡の調査結果概要と、平成 10年度に実施した合戦田古墳群の調査結果も併せて

掲載した。

2. 現地調査及び整理 ・報告書作成にかかる費用は、農林水産省東海農政局の全

額負担による。

3
 
本書に使用した事業計画図及び地形図は、農林水産省東海農政局宮川用水第

二期土地改良事業所の提供による。その他建設省国土地理院発行の地形回を使

用した。

4
 
本書に掲載した写真の撮影、遺構 ・遺物図面の作成は、調査 ・報告担当者の

ほか、調査補助員・業務補助員が行った。

5. 図面における方位は真北を用いた。 なお、真北は、磁針方位の西偏約 5 •

である。（国土地理院 「明野」「松阪」 1:25,000〈平成4年6月 1日発行〉から）

20' 

6. 本書で報告した各遺跡の記録類及び出土遺物は、 三重県埋蔵文化財センター

が保管している。

7. 本書では、土層及び遺物の色調について小山・竹原編『新版標準土色帖」

(9版 1989) を使用した。

8. 本書で使用した遺構表示略記号は下記による。

SR: 旧流水路SK: 士坑 SD: 溝 SZ: 不明遺構

9. スキャニングによるデーター取り込みのため若干のひずみが生じています。

各図の縮尺率は、 スケールバーを参照ください。
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I . 前 言

調査にいたる経過

三重県伊勢市、多気郡多気町・明和町・大台町、

度会郡玉城町・ニ見町・小俣町・御菌村の、 1市6

町1村にまたがる農業地帯に農業用水を供給する宮

川用水は、昭和 32年,...._,41年にかけて実施された国

営宮川用水事業（以下前回事業と表記）によって整

備された。

しかし、事業完了後 30年以上が経過し、その間、

農業への大型機械導入の一般化と現行水利権との関

係による最大取水量不足、用水路の老朽化に伴う漏

水事故の多発やそのための維持管理費の増大等、重

大な問題が発生することとなった。これらの問題を

解決するため、用水計画を見直し、用水の確保と前

回事業で施工した施設の改修を行う目的で、平成8

年 3月に計画確定した国営宮川用水第二期土地改良

事業（以下今回事業と表記）によって、導水路トンネ

ル (L= 16. 6km)の新設、斎宮調整池(V= 250万mう

の築造、幹線用水路 (1号幹線水路 L= 13. 5km、2

号幹線水路 L= 6. 5km、明野支線水路 L= 0. 4km) 

の改修整備を実施することとなった。

今回事業における導水路と幹線用水路は、その性

格上広範囲の地域にまたがる工事計画となってい

る。この工事計画予定地は、国史跡斎宮跡と伊勢神

宮に挟まれ、長く伊勢国の政治・経済・信仰の中心

地の一角であったと考えられる地域が主である。こ

のため、斎宮制度が最盛期の頃は勿論、旧石器時代

～近世に至るまでの埋蔵文化財包蔵地が濃密度に分

布する地域である。また斎宮調整池築造予定地およ

びその周囲の丘陵には、斎宮池古墳群をはじめとす

る多数の古墳が分布する。

こうしたなかで、工事計画内の埋蔵文化財保護と

円滑な今回事業実施のために、三重県埋蔵文化財セ

ンターと宮川用水第二期農業水利事業所の間で調

整・協議がもたれることとなった。

埋蔵文化財保護協議

今回事業に関する埋蔵文化財保護の調整・協議に

ついては、平成 9年度から本格化し、宮川用水第二

期農業水利事業所からの公共事業実施回答（平成9

年 7月28日付け

地内の埋蔵文化財包蔵地の分布調査依頼（平成9年

7月28日付け

れた。これを受けた三重県埋蔵文化財センターは調

査第二課第二係で、急きょ平成9年度工事施工部分

についての分布調査を実施し、その結果（平成9年

教埋第451号）をもとに、該当する遺9月5日付け

9宮二水第 293号）および、事業

9宮二水第 294号）の手続きがなさ

跡について宮川用水第二期農業水利事業所と調整・

協議を重ねた。その上で、 1号幹線水路工事施工部

分について、長五郎林遺跡を中心とする範囲を対象

とした工事立ち会い調査を実施した結果、土師器焼

成坑等の遺構が良好な状況で検出されるとともに、

長五郎林遺跡自体の範囲が広がることも確認した。

今回事業での幹線用水路部分の工事は、主に現用

水路施設を除去し、その範囲を中心にパイプライン

を設置する計画であるため、今回事業の工事予定範

囲と前回事業での推定される工事施工範囲が重なる

部分が多く、現在は埋蔵文化財包蔵地として確認さ

れている範囲内にあっても、前回事業の工事施工時

に、遺構部分が既に破壊されている可能性も考えら

れた。これは、埋蔵文化財包蔵地確認作業が本格化

する以前の時期であったために、その保護協議等が

実施されることなく、前回事業の工事が施工された

からである。しかし、前記の長五郎林遺跡の工事立

ち会い調査結果からは、少なくとも今回工事予定範

囲内には遺構が遺存する部分があるとともに、場合

によっては前回事業の工事施工範囲内にも、その可
② 

能性があることが判明した。

一方、今回事業が本格化する平成 10年度以降に

むけての具体的な調査対応のために、宮川用水第二

期農業水利事業所から、平成 10年度以降の各種公

共事業工事についての回答（平成9年 9月 26日付

9宮二水第 352号）を受け、三重県埋蔵文化財

センターは、今回事業予定地全体の分布調査を実施

した。この結果、その時点では、斎宮調整池関連で

20遺跡、導水路部分2遺跡、 1号幹線水路部分43遺

跡、 2号幹線水路部分6遺跡の計71遺跡を協議対象

け

として、宮川用水第二期農業水利事業所へ提示（平

-1-



成 10年 1月23日付け教埋第 600号）し、これを

もとに、両者で具体的な調整・協議を進めた上で、

平成 10年度より発掘調査体制を発足させることで

合意した。

調査の体制

今回事業にともなう発掘調査は、宮川用水第二期

地区埋蔵文化財発掘調査として、平成10年4月1日

に、それぞれ三重県知事名、農林水産省東海農政局宮

川用水第二期農業水利事業所所長名にて、三重県と

農林水産省の二者間で調査にかかる協定書を締結す

るとともに、年度毎に三重県と農林水産省との調査

委託契約を締結することとした。調査主体は三重県

教育委員会、調査担当を三重県埋蔵文化財センター

として調査第二課第二係が対応することとなった。

また現地調査については、三重県が建設省事業関

連（亀山バイパス、中勢バイパス、松阪多気バイパ

ス、東海環状自動車道等）の調査において実施して
③ 

きた三者体制を導入することで合意した。これは前

記協定の二者に加えて、社団法人中部建設協会理事

No. 遺 品亦 所在地 種 月LJ 工事種別

1 笠木館址 多気町笠木 館跡 導水路

2 与五郎谷遺跡 多気町士羽 遺物包含地 導水路

3 等峯A2号墳 明和町池村 古墳 斎宮調整池

4 等峯A3号墳 明和町池村 古墳 斎宮調整池

5 等峯A4号墳 明和町池村 古墳 斎宮調整池

6 真木谷古墳 明和町池村 古墳 斎宮調整池

7 古墳状降起No.l (仮称） 明和町池村 古墳 斎宮調整池

8 古墳状陥起No.2 (仮称） 明和町池村 古墳 斎宮調整池， 古墳状陸起No.3 (仮称） 明和町池村 古墳 斎宮調整池

10 古墳状降起No.4 (仮称） 明和町池村 古墳 斎宮調整池

11 斎宮池 13号墳 明和町池村 古墳 斎宮調整池

12 斎宮池 14号墳 明和町池村 古墳 斎宮調整池

13 斎宮池 15号墳 明和町池村 古墳 斎宮調整池

14 斎宮池 16号墳 明和町池村 古墳 斎宮調整池

15 古墳状隆起No.5 (仮称） 明和町池村 古墳 斎宮調整池

16 古墳状隆起No.6 (仮称） 明和町池村 古墳 斎宮調整池

17 古墳状降起No.7 (仮称） ヨ砂成町ー王：）II 古墳 斎宮調整池

18 古墳状陥起No.8 (仮称） 玉城町玉）II 古墳 斎宮調整池

19 古墳状隆起No.9 (仮称） 明和町池村 古墳 斎宮調整池

20 古墳状瞳起No.IO (仮称） 明和町池村 古墳 斎宮調整池

21 古墳状隆起No.11 (仮称） 明和町池村 古墳 斎宮調整池

22 斎宮池遺跡 明和町池村 遺物包含地 斎宮調整池

23 伊勢カントリークラブ 明和町池村 1号幹線水路
西方遺跡（仮称）

24 戸峯B遺跡 明和町池村 遺冴勿色1含け也 1号幹線水路

25 戸峯B遺跡隣接地（仮称） 明和町池村 遺物包含地 1号幹線水路

26 大林A遺跡 明和町池村 遺物包含地 1号幹線水路

27 大林A遺跡隣接地（仮称） 明和町有爾中 1号幹線水路

28 合戦田 6号墳 明和町有爾中 古墳 1号幹線水路

29 合戦田 5号墳 明和町有爾中 古墳 1号幹線水路

30 合戦田 7号墳 明和町有爾中 古墳 1号幹線水路

31 合戦田 8号墳 明和町有爾中 古墳 1号幹線水路

32 片落c遺跡 明和町池村 遺物包含地 1号幹線水路

33 長五郎林 2号墳 明和町有爾中 古墳 1号幹線水路

34 長五郎林B遺跡 明和町有爾中 遺物包含地 1号幹線水路

35 長五郎林A遺跡 明和町有爾中 遺物包含地 1号幹線水路

36 長五郎林A遺跡 明和町有爾中 遺物包含地 1号幹線水路
隣接地（仮称）

37 発シB遺跡隣接地（仮称） 明和町有爾中 1号幹線水路

38 士亘場 18号墳 明和町有爾中 古墳 1号幹線水路

39 士亘場 17号墳 明和町有爾中 古墳 1号幹線水路

40 垣場 13号墳 明和町有爾中 古墳 1号幹線水路

41 垣場 12号墳 明和町有爾中 古墳 1号幹線水路

42 垣場 11号墳 明和町有爾中 古墳 1号幹線水路

43 垣場遺跡隣接地（仮称） 明和町有爾中 1号幹線水路

44 士亘場遺跡 明和町有爾中 遺物を1含地 1号幹線水路

45 発シB遺跡 明和町有爾中 遺物包含地 1号幹線水路
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長名にて、三重県、農林水産省、中部建設協会の三

者間で別途調査作業にかかる協定書を平成 10年4

月 1日に締結し、農林水産省と中部建設協会とで、

やはり年度毎に調査作業委託契約を締結すること

で、現地調査作業業務（作業員、重機類の手配・労

務管理•安全管理等の士工部門）を中部建設協会が

担当するものである。

こうして平成 10年度より本格的に調査が開始さ

れ、また平成 11年度には度会郡玉城町岡村に、調

査第二課第二係玉城整理所を開設した。

平成 10・11年度の調査は範囲確認調査が中心で

あるものの、現在使用されている施設によって、調

査実施時期・調査箇所等の規制が多い他、工事の設

計・実施期間等の未確定や変更が多いため、調査計

画もその状況への対応が迫られ、現地調査は極めて

困難な条件のもと実施されている。

（註〕
① 本報告書「V.付編 1. 長五郎林B遺跡」参照
② ちなみに、平成11年度には発シB遺跡の調査において、現用水路の構造物除去後に遺構が確認
できた例もあり、現用水路部分下部においても遺構が遺存する箇所が存在することが確実となった。
③ 山田猛『山城遺跡・北瀬古遺跡』三重県埋蔵文化財センター 1994年

遺 跡 所在地 種 月LJ 工事種別

発シA遺跡隣接地（仮称） 明和町有爾中 1号幹線水路

発シA遺跡 明和町有爾中 遺物包含地 1号幹線水路

外山遺跡 明和町蓑村 遺物包含地 1号幹線水路

蓑村大塚遺跡 明和町蓑村 遺物包含地 1号幹線水路

獅南側子山遺跡 明和町蓑村 1号幹線水路
隣接地（仮称）

狼而子山遺跡 明和町明星 遺物包含地 1号幹線水路

狼雨子山遺跡 明和町蓑村 1号幹線水路
北側隣接地（仮称）

大仏山北麓A遺跡（仮称） 明和町明星 1号幹線水路

大仏山北麓B遺跡（仮称） 明和町明星 1号幹線水路

打越遺跡 明和町新茶屋 遺物包含地 1号幹線水路
及び隣接地（仮称）

長岡遺隣跡接 明和町新茶屋 遺物包含地
及び 地（仮称）

大仏山北麓c遺跡（仮称） 明和町新茶屋 1号幹線水路

大仏山北麓D遺跡（仮称） 小俣町新村 1号幹線水路

ーノ岡遺跡 小俣町新村 遺沖勿色1含け也 1号幹線水路

明野遺跡隣接地（仮称） 小俣町明野 1号幹線水路

大田遺跡 ／」ヽイ呉IBJ明野 遺物包含地 1号幹線水路

ママ田遺跡 ／」ヽ イ呉町下小俣 遺物包含地 1号幹線水路

参宮街道 1Jヽ イ呉町旧明野 遺物包含地 1号幹線水路

袴田遺跡 伊勢市磯町 遺物包含地 1号幹線水路

ニツ屋遺跡隣接地（仮称） 御薗村高向 1号幹線水路

高向遺跡 御薗村高向 遺物包含地 1号幹線水路

茶屋山遺跡 玉城町原 遺物包含地 2号幹線水路

原古窯址群隣接地（仮称） 玉城町原 2号幹線水路

上ノ山遺跡 玉城町勝田 遺物包含地 2号幹線水路

鉄砲塚B古墳群 玉城町宮古 2号幹線水路
西方遺跡（仮称）

下之垣内遺跡 玉城町宮古 2号幹線水路
隣接地（仮称）

下之垣内遺跡 玉城町宮古 遺物包含地 2号幹線水路

浜塚A遺跡隣接地（仮称） 玉城町宮古 2号幹線水路

発南シA遺跡（ 明和町有爾中 1号幹線水路
隣接地仮称）

鉄砲塚遺跡（仮称） 王城町宮古 遺物包含地 2号幹線水路

東浜塚山遺跡（仮称） 玉城町宮古 遺彩りを1名~i'I!!. 2号幹線水路

鉄砲塚c古墳（仮称） 玉城町宮古 2号幹線水路

合戦田古墳群 明和町有爾中 1号幹線水路

古墳状喚起No.12 (仮称） 明和町池村 斎宮調整池

古墳状唖起No.13 (仮称） 明和町池村 斎宮調整池

古墳状喚起No.14 (仮称） 明和町池村 斎宮調整池

古墳状陽起No.15 (仮称） 明和町池村 斎宮調整池

古墳状陥起No.16 (仮称） 明和町池村 斎宮調整池

古墳状陥起No.17 (仮称） 明和町池村 斎宮調整池

古墳状陥起No.18 (仮称） 明和町池村 斎宮調整池
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第2表平成 10・11年度調査体制

調査面積

No. 遺 拘乍 名 範囲確認
調 査

本調査

1号幹線水路

25 戸峯B遺跡隣接地 22m' 

26 大林A遺跡 36m' 

32 片落c遺跡 32m' 

120m' 

43 蛭亘場遺跡隣接地 40m' 

27 大林A遺跡隣接地 96面

37 発シB遺跡隣接地 40m2 

48 外山遺跡 700m' 

73 発シA遺跡南隣接地 33m' 

77 合戦田古墳群

24 戸峯B遺跡 60m' 

45 発シB遺跡 13m2 

24m' 

300m' 

49 蓑村大塚遺跡 29m' 

15m' 

50 5師子山遺跡南側隣接地 9 lm' 

51 猥百子山遺跡 37. 5m' 

52 狼而子山遺跡北側隣接地 77m' 

53 大仏山北麓A遺跡 23m2 

（仮称）

54 大仏山北麓B遺跡 51m' 

（仮称）

主

調査第二課第二係

事 1 臨時技術補助職員係長

筒井正明 小濱学
小山憲一

瀬野弥知世
（平成 11年度）

調査期間 No. 遺 財r- 名

2号幹線水路

HlO 8 3 ~ 8 28 72 浜塚A遺跡隣接地

HlO 8 3 ~ 8 28 75 東浜塚山遺跡（仮称）

HlO 8 3 ~ 8 28 76 鉄砲塚c古墳（仮称）
HlO 11 24 ~ 12 9 71 下之垣内遺跡

HlO 8 3 ~ 8 28 70 下之垣内遺跡隣接地

HlO 5 7 ~ 5 10 74 鉄砲塚遺跡（仮称）

HlO 6 25 ~ 6 30 斎宮調整池

HlO 11 6 ~ Hl 1 1 18 15 古墳状陥起No.5 

Hll 2 22 ~ 3 4 16 古墳状隆起No.6

HlO 11 24 ~ 12 9 17 古墳状降起No.7 

Hll 7 15 ~ 7 26 18 古墳状降起No.8 

Hll 8 30 ~ 8 31 19 古墳状降起No.9 

Hll 11 22 22 斎宮池遺跡

Hll 11 26 ~ 12 20 

Hll 8 19 ~ 8 20 14 斎宮池 16号墳

Hll 12 24 

Hll 12 21 ~ 12 22 78 古墳状陥起No.12

Hll 12 20 ~ 12. 24 79 古墳状降起No.13

Hll 8 12 ~ 8. 25 80 古墳状降起No.14

Hll 8 9~8 12 81 古墳状喩起No.15

82 古墳状隆起No.16

Hll. 8. 2 ~ 8 9 83 古墳状降起No.17

84 古墳状隆起No.18

第3表 平成 10・11年度調査遺跡一覧表

第 1図 事業関連遺跡位置図 (l: l 00, 000) 
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業務補助職員

北川ゆき、山路艶子、中村敬子
廣田洋子、脇葉輝美（平成 10年度）
瀬野弥知世（平成 10年度）

調査面積

範調囲確認査
調査期間

本調査

l60m2 HlO 7 13 ~ 7 30 

6m2 HlO 10 2 ~ 10 5 

17m' HlO 10 6 ~ 10 9 

48m' Hll 2 2~2  16 

l6m2 Hll 2 2~2 16 

26m2 Hll22~216 

23m' Hll 9 21 ~ 9 28 

25m' H11 9. 29 ~ 10 1 

3m' Hll 10 20 ~ 10 28 

42m2 Hll 10 20 ~ 10 28 

26m公 Hll. 9 7 ~ 9 13 

120m' Hll. ll 25 ~ 12 7 

290m2 Hl2 3 6 ~ 3 10 

15m' Hll ll 16 ~ ll 19 

600m' Hl2 1 14 ~ 2 22 

21m' Hll 12 13 

19m' Hll 12 10 

20m2 Hll 12 10 

30m' Hll 12 13 

46m2 Hll 12 13 

l8m2 Hll 12 17 

12m' Hll 12 20 



II. 位置と環境

位置

外山遺跡 (1)、片落c遺跡 (2) は、いずれも

多気郡明和町に所在する。明和町は、宮川と櫛田川

に挟まれた洪積台地の西端に位置し、東部には明野

台地が、北部・西部には櫛田川及び、かつては櫛田

川の本流であったと考えられている支流の祓川の沖

積作用によって形成された沖積平野が広がる。また、

南部には明和町、同郡多気町、度会郡玉城町の三町

にまたがる標高 30,...,__, 100 m程の玉城丘陵が連なる。

外山遺跡 (1) は、行政上明和町蓑村に所属し、

明野台地と呼ばれる洪積台地上に立地する。一方、

片落c遺跡 (2)は、玉城丘陵の北端にあたる丘陵

上に立地し、行政上は明和町池村に位置する。

環境

遺跡が所在する明和町蓑村、池村は、かつて「有

爾郷」と呼ばれた地域である。この郷名は、『和名
① 

類緊抄』に「有弐」とあるほか、延暦 23(804)年成

立とされる『止由気宮儀式帳』にも「多気郡宇弐郷」
② 

とあることから、平安時代初頭頃には既に「有爾郷」

は存在していたと考えられる。「有爾郷」の郷域につ

いては明確ではないが、現多気郡明和町から多気

町、度会郡玉城町の三町にまたがる広い範囲を有し

ていたとみられる。遺称地として現在も地名にその

名残を残す明和町の有爾中は、郷域の中央に位置し

たためそのように呼称されたという。有爾中を中心

として、北には同町上野・下有爾（現明星）が、東

には同町蓑村が、南には現度会郡玉城町の世古・門

前・坂本・谷（現日向）・別所（現玉川、下玉川）．

吉祥寺（現玉川、上玉川）• 井倉が、西には現明和

町の池村・岩内・現多気町河田・東池上・西池上・

士羽から、南西の田中・野中にまでそれぞれ広がる

といわれる。さらに、現明和町の大淀・山大淀・大

堀川新田に有爾町野の小字があることから、この地
③ 

域も「有爾郷」に属した可能性があるという。

さて、この地域の特筆すべきこととして挙げられ

るのが、伊勢神宮への調進を目的とした士器の生産

である。前述のように、広範囲に及ぶと考えられる

「有爾郷」の全域にわたって土器生産が行われてい
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たか否かは不明だが、『玉城町史』では伊勢神宮の

鎮座以来、神事に用いられる各種の土器は「有爾郷」

十か村から調進されたとしている。十か村とは、前

述の現玉城町に所在する七か村と現明和町有爾中・
④ 

下有爾（現明星）・蓑村の三か村である。文献史料

による伊勢神宮への土器調進の初見は延暦23(804) 

年成立の『皇太神宮儀式帳』である。ここでは「士師

器作物忌」や「陶器作内人」の存在や、土器の調進
⑤ 

数・器種数が記されているが、このような土器の生

産体制がいつ頃から始まったのかを示す資料はなく

不明である。しかしながら、近年「有爾郷」周辺で

は、土師器焼成坑を伴う大規模な土師器生産遺跡が

多数確認されてきたことから、前述の謎を解く重要

な資料と考えられている。昭和 52年国史跡に指定

された水池土器製作遺跡 (3)をはじめ、粘土溜の

士坑とともに 225基もの士師器焼成坑が検出された

北野遺跡 (4)や、 100基を検出した戸峯遺跡 (5)

などが代表的なものとして挙げられる。県内ではこ

の地域以外でも確認されてはいるが、いずれも少数

かつ散在的であり、「有爾郷」周辺が県内で確認さ

れた遺跡数、検出数ともにその大部分を占める。こ

の特異な状況から、大量に生産された土師器の供給

先として最も有力視されているのが斎宮 (6)及び

伊勢神宮である。また、「有爾郷」周辺で製作され

た6世紀後半"'7世紀前半の甕や長胴甕と酷似する

ものが尾張や美濃などで多数出士している事例か

ら、「有爾郷」産の土器が伊勢神宮のみならず、交易

によって尾張や美濃などの遠隔地にまで運ばれてい
⑥ 

た可能性も指摘されている。さらに、当地における

土師器の大量生産は、当初から尾張や美濃などでの

消費をも視野においた形で成立し、「有爾郷」所在の

多気郡が 7世紀にはすでに伊勢神宮の神郡となって

いたことから、これらの動向に伊勢神宮が深く関与
⑦ 

しているのではないかという指摘もなされている。

古代において、伊勢神宮の強い影響下で発展を遂

げたとみられる「有爾郷」は、中世においても伊勢

神宮への土器調進を継続して行っていたことは、小
⑧ 

林氏によって検証されている。しかし、中世には伊



勢神宮や伊勢国司北畠氏という領主権力との関係を

保ちながらも、従前の隷属的な立場から脱却し、商

品士器の生産販売を行うに至る主体性が認められる
⑨ 

という。そして当該期は、伊藤氏のいう「南伊勢系上

師器」の成立・展開期であり、「有爾郷」はその中心
⑩ 

地として土師器を作り続けたと考えられている。

古代以来、土師器の一大生産地として発展を続け

た「有爾郷」は、影響力の大きさは時代とともに変

化してきたとはいえ、その背景には伊勢神宮が常に

存在してきた。伊勢神宮への士器の調進数も時代を

経るごとに増加の一途をたどり、延宝6(1678)年

には 41,926口が調進されたとあり、昭和 3(1928) 
⑪ 

年には 121,861口にのぼる。伊勢神宮では神事で使

用した上器は再使用することなく士中に埋め、土に

還す習わしとなっていることが、このような大量の

士器を必要とした背景となっている。現在、伊勢神

宮の神事で使用する土器も、やはり「有爾郷」蓑村の

神宮御料土器調製所にて調製されている。同所の所

在地は、 7世紀半ば頃に伊勢神宮の庶務一般を官掌

する官司である神痔が廣かれていたと推定される地

でもあり、鳥墓遺跡 (7)として遺跡指定されてい

る。調進土器は、明治の一時期において、現伊勢市

岡本町字向山にて調製された時期もあったが、原料
⑫ 

の粘土は依然蓑村から供給されていた。その後程な

くして再び蓑村の地に復し、今日に及んでいる。

このように、「有爾郷」は伊勢神宮と共に歴史を歩

んできた地域であると言えよう。そして密接な関係

を保ちながら、今なお御料士器を作り続けている。

〔註〕
① 『和名類緊抄』京都大学文学部臨川書店 1968年
② 『群書類従』 1輯神祗部
③ 平松令三•岡田登・飯田良一「伊勢国」 西山克・奥義郎・久松倫生「多気郡J
『日本歴史地名大系第24巻三重県の地名』平凡社 1983年
金子延夫「第二節有年の士師器と神役人」『宝城町史』 1巻三重県郷上資料刊行会 1983年
宝城町『玉城町史』
④ 金子延夫「第二節有がの土師器と神役人」『玉城町史』 1巻三重県混土資料刊行会 1983年
玉城町『玉城町史』
⑤前掲註②
⑥ 城ヶ谷和広「東海地方における古代の土器生産と流通（予察）J
『古代の土師器生産と焼成遺構』窯跡研究会編真楊社 1996年
⑦ 竹田憲治「土師器制作集団と伊勢神宮」『研究紀要』第7号
三重県埋蔵文化財センター 1998年
⑧ 小林秀「中世後期における上器I人集団の一形態ー伊勢国有尿郷を素材として一」
『研究紀要』第 1号 三重県埋蔵文化財センター 1992年
⑨ 前掲註⑧
小林秀「外山遺跡J『平成元年度農業基盤整備事業地域埋蔵文化財発掘調査報告ー第一分冊ー』
三重県教育委員会・三璽県埋蔵文化財センター 1990年
伊藤裕偉「南伊勢系土師器の展開と中世土器I人」
『研究紀要』第 1号三重県埋蔵文化財センター 1992年
⑩ 伊藤裕偉「中世南伊勢系の土師器に関する一試論l『Miehistory』vol.1 
三重歴史文化研究会 1990年
⑪ 神宮司貶『神宮要綱』 1928年
⑫ 鈴木庄市「神宮の御料土器J『瑞垣』 45号 神宮司應『神宮要絹』 1928年

第2図 土師器生産関連遺跡位置図 (l: 100, 000) [国土地理院「松阪」「伊勢」 l: 50, 000から】
※スクリーントーン部分は旧「有爾郷」推定範囲
1 外山遺跡 2 片落c道跡 3 水池上器製作遺跡 4 北野遺跡 5 戸峯遺跡 6 斎宮跡
7 鳥墓遺跡 8 カリコ遺跡 9 世古遺跡 10 発シA遺跡 11 発シB遺跡 12 垣場（発シC)遺跡
13 堀田遺跡 14 長五郎林B遺跡 15 大道A遺跡 16 世古D遺跡 17 川原口遺跡 18 金剛坂遺跡
19 粟垣外遺跡 20・21 斎宮跡内土師器焼成坑検出位置 22 曽祢崎遺跡 23 黒土遺跡 (1・7以外は士師器焼成坑検出遺跡）
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III. 外山遺跡

本遺跡は、平成元年度の県農業基盤整備事業に伴

い一部調査が行われ、平安時代後期～近世にかけて

の土坑・溝．掘立柱建物などが確認されている。

調査区の現況は、整備事業の際に敷設された農道

で、道路側溝の保全のため調査区幅は 3m弱、総延

長約 200mの範囲で調査を行った。今回の調査区は

全体的に遺構密度は低く、出士遺物も僅少であっ

た。また、「線」的な調査区ということもあり、検出

した遺構の全体像が把握できないものが多く、遺構

内出士の遺物が僅少のため、遺構の時期も判然とし

1 . 遺

SD1 SD2に並走する形でほぼ南北方向に延び

る。検出の範囲内での形態的特徴として、溝の側面

に段を持つことが挙げられるが、 SD2に切られて

いるため、もう一方の側面と対称するのかは不明。

また、その段上に4基のピットがあり、ピット 1で

第3図遺跡地形図 (l : 5, 000) 

-6-

ないものが多い。

基本層序は、調査区の中央部と両端部で異なる。

調査区中央部約 50mの区間では、農道敷設時の盛

土による整地層の直下が地山となる。一方、調査区

両端部では、概ね整地層下に黒色粘質土層を一層介

在し、その直下で地山となる。従って、全体的に土

層はほぼ単層と考えられる。整備事業前の現況が

田、或いは畑であったことから、黒色粘質土層は旧

耕作土であると思われる。

構

は集石が確認できた。集石下からは、山茶椀 (4)

の高台部が半分に割れた形で出土している。また、

ピット 2では、 16世紀頃の士師器鍋 (2)が出士

した。埋土はにぶい黄褐色上の一層で、出士遺物か

ら室町時代の溝と考えられる。
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S02 両端が調査区外に延びているため、全体の

規模は不明。検出部分では、最大幅 2.1m、最深部

0. 34 mである。埋土は褐色士で、ほぼ南北方向に

延長し、 SDlの東部分を切っている。土師器皿

や、陶器片などが出土した。出土遺物やSDlとの

切り合い関係から、室町時代以降の溝とみられる。

S03 両端が調査区外に延長するため全体の規模

は不明であるが、ほぼ南北方向に延びる溝とみられ

る。検出範囲では、幅 1.5 m、最大深度 0.47mの

規模を持つ。埋土は褐色土一層で、山茶椀や士師器

の鍋等の小片が出士した。時期を特定する決め手に

欠くが、室町時代以降と考えたい。

SD4 両端が調査区外に延びるため、全容は不

明。断面形は、ほぼU字形を呈し、埋士は淡黄色粘

質土及びその下層の暗褐色粘質土の 2層に分かれ

る。淡黄色粘質士中には遺物は含まれず、暗褐色粘

質土から士師器や陶器の小片が出士したが、いずれ

も出土量は僅少で、時期判断できる材料に乏しい。

検出部分の規模は、幅 0.4 ,...__, 0. 7 m、最大深度 0.21

mである。 SD3に並走し、ほぼ南北方向に延びて

いる。

SD5・6・7 これら 3条の溝は、ほぼ東西方向

に並走するように位置する。埋士はいずれも褐色土

で、焙烙等の士師器片が各溝から出士した。 SD5

からは土管のような筒状の士器が出土したが、全体

の器形や用途等は不明。埋士や出土遺物、相互の位

置関係から、 3条とも近世の同一期の溝と考えられ

る。いずれも調査区外に延びているため全体像は不

ヽ

調査範囲 平成元年度調査範囲

第5図調査区位置図 (l : 2, 000) 
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明。検出の範囲内での規模としては、 SD5は、幅

0. 4 ,....__, 0. 8 m、深さ 0.09 m程度、 SD6は、最大

幅 0.8 m、深さ 0.16m程度、 SD7は、最大幅 0.5 

m、深さ 0.12m程度である。

SD8・SD9 ともに埋土が褐色士で、 SD8

は、幅約 0.6 ,....__, 0. 9 m、深さ 0.07 mで、平面「く」

の字状に屈曲する。一方、 SD9は、幅約 0.3 m、

深さ 0.05 m、断面U字形を呈する。出土遺物はい

ずれも土師器の小片が僅かに出土したのみで、時期

を特定するだけの材料は得られなかったが、中世以

降のものと思われる。おそらく、後世の削平によ

り、遺構の上部が削平され、底部のみが残存したも

のと推測される。両者は、埋土の状態などから同時

期の溝と思われるが、相互の関係については不明で

ある。

S Z 10 調査区の南東端に位置する落ち込みであ

る。農道敷設以前の現況は田であったとみられ、 lm

程の厚い旧耕作士直下で黄灰色粘土の地山に達す

る。地山の黄灰色粘土は、飴のように非常に粘性が

強い。この粘土と同一のものとみられるものが、平

成元年度調査の際に二基の土坑内で確認されてい

る。小林氏は、この粘士を土器製作のための所謂

「埴土」とし、前述の二基の土坑は、「埴土」を備蓄
② 

するための設備であると推定している。

（註）
① 小林秀「外山遺跡J
『平成元年度農業基盤整備事業地域埋蔵文化財発掘調査報告ー第1分冊ー』
三重県埋蔵文化財センター 1990年
②前掲註①
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第6-1図土層断面図 (l:100) 
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2. 遺 物

今回の調査では、整理箱 15箱分の遺物が出土し

たが、大半は黒色粘質士（旧表土）中から出土した

もので、遺構内出士のものは極めて少量であった。

また、大半が小片のため、図化できたものも少数で

あったため、器種別の報告としたい。

土師器 (1) は、甕である。頸部～口縁部のみの

残存のため、体部の調整方法は不明であるが、指押

さえ及びナデによる簡易な調整のみで、ハケによる

調整の痕跡は認められない。口縁端部がつまみ上げ

られることはなく、折り返しもなされていない。平

安時代の後半期に属するものであろうか。 (2) は

鍋である。伊藤裕偉氏の編年の第4段階C型式に相
① 

当するもので、金属製煮沸用具の模倣形である。体

部には若干のハケ調整が認められる。内面には黒斑

が認められる。残存部分においては、外面に煤は付

着していない。 16世紀頃の遺物である。

山茶椀 すべて底部のみの残存である。これらは、

いずれも渥美産のものと思われ、藤澤編年の渥美型

第2型式（尾張型第5型式並行）に相当すると考え
② 

られる。 12世紀末 r-,._,13世紀初頭に属するものであ

る。 (3)は、断面三角形状の高台が僅かにハの字状

に開く。また、高台の貼り付け方が雑で、接着部が

目立つ。内面には自然釉が残る。 (4)は、内面に重

ね焼きの痕跡が明瞭に残り、自然釉が若干付着して

いる。外面には糸切り痕が僅かに認められる。 (6)

は、外面に明瞭な糸切り痕跡が残る。内面は使用に

よる磨耗のためか、非常に滑らかな器肌を呈する。

土錘 (7)'""'(13) は、平面形態が長方形或い

は中央をやや膨らませた長細いタイプのものであ

る。一方、 (14)'""'(16) は、全長と全幅にあまり

差のない太短いタイプのものである。士錘は、当遺

跡所在の蓑村周辺で第二次世界大戦前後まで盛んに
③ 

作られ、伊勢市の大湊等に出荷していたようで、付

近の畑地等で容易に表採できる。いずれも焼成状態

が良いため、近世～近代のものかもしれない。

石 印 (17) は、上端～表面に梅の枝が彫り込ま

れ、緻密な装飾がなされている。笈書体で「稔粋」
④ 

と刻まれた笈刻である。石材は、珪質粘板岩（俗称
⑤ 

那智黒石）である。近世以降のものであろう。

〔註〕
① 伊藤裕偉「中世南伊勢系の土師器に関する一試論」『Miehistory』vol.1 
三重歴史文化研究会 1990年
②藤繹良祐「山茶碗研究の現状と課題」『研究紀要』第3号三重県埋蔵文化財センター 1994年
③小林秀「外山遺跡」『平成元年度農業基盤整備事業地域埋蔵文化財発掘調査報告ー第1分冊＿』
三重県埋蔵文化財センター 1990年
地域の古老からも同様の証言を得たC
④ 皇學館大学島原泰雄教授にご教示いただいた。
⑤ 松阪高等学校磯郎克教諭にご教示いただいた。

〗ロニロ〔〖 ~ 
~-~ 

＼二上三1:~

・エ6 

7
 

ー翌ハロ
｝
圃
向
回

D
 
口尺八

□
 

口
◎1 
◎8 ◎, 叫。◎ 11 

口口口直O‘ 
01 

20cm 

◎ "⑨  13 @,. !'.c5),. @ .. 

第7図 出土遺物実測図 (1 : 4) 

- 12 -



番， 益ロロ 遺 塁 法量 (crn) 調整技法の
胎 焼 色 残 備

ロ 益ロロ そ

万口 種 構 畠 の 特 徴
土 成 調 存 考径 高 イ也

土師器 内面〗日緑t部ヨコナデ やや粗
浅黄橙 日緑蔀 頸部に粘土紐接合002 2B オサエ

1 15. 0 外面 ヨコナデ
5mm以下 並 痕跡有り

-01 甕 旧表土 の砂粒含 lOYR 8/3 1/4 
デ

001 土師器 40AB 内iii醤体n縁祁円部ナデヨコナデ 密
橙 ロ縁部 内面に黒斑有り

2 SDI 24.0 外面 ヨコナデ
2mm以下 良

-01 鍋 SD21 の砂粒含
7. 5YR 7/6 1/8 

ケメ (1闘/cm)

高台径
内面 ロクロナデ 密

灰白 底部 内面に自然釉付着001 40AB 外面高台貼り付け後
3 山茶椀 SD3 ョコナデ

2mm以下 良
-02 SD20 8.0 の砂粒含

lOYR 7/1 1/2 

高台径
内面 ロクロナデ やや粗

灰黄褐 冒 ・内干の而面痕付にに跡着重自有ね然り焼釉001 41AB 外面 底古向部ム口回転糸切り -~ 4 山茶椀 SDl 
貼デり付け後

5mm以下 並
-03 SD21 7.4 の砂粒含 lOYR 6/2 完存ョコナ 若

高台径
内面ナデ 密

明褐灰 底部
5 
002 
山茶椀 表採

外面高台貼り付け後
良

ョコナデ-03 7.0 7. 5YR 7/2 1/4 

高台径
内面ナデ 密

淡黄 底部
6 
002 
山茶椀 撹乱坑

外面底部回転糸切り
良

高台貼り付け後-02 8.0 2. 5Y 8/3 1/2 
ョコナデ

003 5B 最大径 全長 重量
密

にぶい黄橙 ほぼ
7 土錘

旧表士
1 mm以下 良

完存-04 1. 6 5. 2 10.44g の砂粒含 lOYR 7/4 

003 5B 最大径 全長 重量
やや粗

にぶい橙 ほぼ
8 土錘 2mm以下 並

完存-03 旧表土 1. 6 4. 1 7. 76g の砂粒含
7. 5YR 7/4 

003 7A 最大径 全長 残存重
密

淡橙 端部， 土錘 良 若干
-05 旧表士 2. 0 4.8 11. 80g 2. SY 8/4 欠損

004 最大径 残存長 残存重
やや粗

橙 約
10 土錘 排土 2mm以下 良
-06 不明 4. 7 9.66g の砂粒含 5YR 6/6 1/2 

004 12B 最大径 全長 残存重
密

橙 端部
11 土錘 1. 9 1 mm以下 良

欠損-01 旧表土 （推定） 3.9 11. 29g の砂粒含
2. 5YR 6/8 

004 最大径 残存長 残存重
密

灰白 約
12 土錘 表採 1 mm以下 並
-05 2. 1 3.8 8.58g の砂粒含

2. 5YR 8/2 1/2 

002 6A 最大径 残存長 残存重
密 にぶい黄褐 端部

13 土錘 1 mm以下 並 lOYR 5/3 ~ 若干
-06 旧表土 0. 9 3. 1 1. 45g の砂粒含 灰白 lOYR8/2 欠損

002 最大径 全長 残存重
密

にぶい橙 一部
14 土錘 撹乱坑 1 mm以下 良
-05 2. 3 3. 1 11. 58g の砂粒含

7. 5YR 7/4 欠損

004 最大径 全長 残存重
やや粗

淡黄 約
15 土錘 排土 2mm以下 良
-07 2.2 2. 7 4. 73g の砂粒含 2. 5Y 8/4 1/2 

003 6B 最大径 残存長 残存重
やや粗

橙 一部
16 士錘 1 mm以下 良 欠損
-06 旧表士 2. 5 2. 7 11. 06g の砂粒含 5YR 7/6 剥離

004 33A 入王古向 全幅 奥行 暗灰 ほぼ 箋刻「稔粋」と刻字
17 石印
-08 旧表土 4. 5 2. 7 2. 1 N 3/0 完存

第4表出土遺物観察表
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3. 結 吾
1111

ロ

今回の調査において検出できた遺構は、殆どが溝

で、「有爾郷」の土器生産に関連するものや、集落

跡等、何ら検出することができなかった。また、平

成元年度の調査結果に関連するものも、残念ながら

確認することはできなかった。ただし、調査区南東

端の落ち込みで確認した黄灰色粘土が、小林氏のい
① 

う「埴土」であるならば、「有爾郷」における土器

生産の一側面が窺えるといえよう。外山遺跡の北西

に位置する北野遺跡においても、飛鳥～奈良時代の

竪穴住居の埋土中に、白色粘土が含まれているもの

があり、住居の廃絶後、土器製作に用いた粘士を廃
② 

棄していた可能性が指摘されている。また、士器製

作に欠かせない原料の粘士が、北野遺跡の東に広が

る水田の床土の下に多く存在していると言われてお

り、外山遺跡は、まさにその東の田畑上に立地して

いる。この付近は、神代の昔、高天原から埴土を移

したという伝承地でもあり、『倭姫命世紀』に「天

神之訓。土師之物忌乎定置。取宇仁之波濯。造天
③ 

平銃。八十枚天。」とあるように、古代より「埴土」

の採取が行われていたことが知られる。今回の調査

では、士器の生産活動に直接関連する資料は得られ

なかったものの、原料である「埴士」が豊富に存在

するという、一大生産地としての必要条件が満たさ

れた地域であることが再確認できた。

溝については、室町時代及びそれ以降のものと判

断したSD1,....__,SD4は、ほぼ南北方向に向きをそ

ろえて築かれている。一方、近世の同一期のものと

みられる SD5,....__,SD7は、その向きをほぼ東西に

向けていることから、それぞれある程度、方角を意識

して築かれたものとみられる。しかし、これらの溝

に関連する遺構は認められず、性格等は不明である。

調査区周辺は、整備事業以前もほぼ平坦地であっ

たが、遺構の項でも述べたように、調査区の中央付

近は、農道敷設時の整地土の直下が地山となり、こ

こを頂点に、両端部に向かって地山のラインが徐々

に下がっていることが確認できた。この事実から、

「外山」という小字名の示す微高地が、ここにかつ

て存在し、後世の削平によって、現況のような平坦
④ 

地となったものと考えられる。 SD5,....__,9は非常に

浅いことから、上部が削平された可能性もあり、前

述のことが関係するのかもしれない。

（註〕
①小林秀「外山遺跡」『平成元年度農業基盤整備事業地域埋蔵文化財発掘調査報告ー第1分冊ー』
三璽県埋蔵文化財センター 1990年
② 竹田憲治他「北野遺跡（第5次）発掘調査概要」
第1回窯跡研究会『古代の土師器焼成遺構について』
北野遺跡の遺構と遺物見学・検討会資料 1995年
③ 『績群書類従』巻第三第一輯上神祗郎
④ 前掲註①で小林氏も同様の指摘をされている。
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IV. 片落 C遺跡

玉城丘陵の北端にあたる丘陵西側緩斜面上に位置

する古墳～鎌倉時代の遺跡である。遺跡の現況は山

林で、所在地の明和町の遺跡地図では、今回の調査

区北側の丘陵緩斜面上を中心に遺跡が広がるものと

推定している。事前の範囲確認調査で、その南限が

事業予定地内まで広がるか否かを確認したところ、

土師器焼成坑3基、土坑 1基を検出したため、南側

の用水路の敷設位置まで遺跡の範囲が広がることが

判明した。

調査区の基本層序は、用水路堤防の築造の際に盛

土された整地層下に黒色粘質土を介在し、その直下

I -. 平
追

SK  1 調査区外に延びるため平面形態は不明であ

るが、おそらく円形の士坑と思われる。深さは 0.16 

m程度で、士師器小片が出士している。ハケ調整を

施した甕の体部片、頸部片と推定できるが、時期を

で地山に達する。範囲確認調査の際にも同様の士層

を観察しており、地山直上の黒色～黒褐色粘質土層

は、用水路敷設以前の旧表士と考えられる。

調査面積は約 100rrfで、検出した遺構は士坑 10

基、旧流水路 2条、ピット 2基であった。トレンチ

の設定地点は、工法変更等により事業地外となった

ため、範囲確認調査の際に検出した 3基の土師器焼

成坑及び1基の土坑は現状保存され、今回調査対象

とはならなかった。出土遺物は僅少で、整理箱 6箱

分（うち範囲確認調査時 1箱）の出士をみたのみ

で、遺構内出士の遺物もごく少量であった。

構

決定できる材料とはならないため、遺構の時期は不

明である。

SK2 SKlに切られているため平面形態は不明

であるが、ほぼ円形の土坑と考えられる。深さ 0.07

．
 
，
 

ヽ

A
 
ー

＼

I

¥

 

＼

ー

＇` 

第8図遺跡地形図 (l : 5, 000) 
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m程度の浅いもので、土師器の甕などの小片が出土

している。飛鳥～奈良時代の士坑と思われる。

調査区外に延長するため全体の規模は不明SK3 

ながら、不整楕円形を呈した土坑と見られる。深さ

0.12 m程度で、士師器小片が数片出土したが、時

期を知る材料に欠けるため、遺構の時期は不明。

SK4 不整楕円形を呈した士坑で、 SR7に一部

を切られているが、長軸 I.7 m、深さ 0.32 m程度

の規模を持つ。褐灰色粘質土の埋土中からは、土師

器・甕の小片や、須恵器・杯身の底部小片などが出

土している。出士遺物から、飛鳥～奈良時代の士坑

と思われる。

SK5 SR7に大部分を切られているため、全体

の形態・規模など不明。不整楕円形の士坑となる

か。士師器の細片のみの出土のため、時期は不明。

調査区の中央を縦断する溝状遺構である。

旧地形の谷筋にあたる部分に位置することや、遺構

SR6 

の形態から旧流水路と考えられる。 SR7と大部分

で重複し、調査区半ばから SR7に吸収されるよう

に消滅している。士師器・甕の口縁部、体部小片や

甑のものと思われる把手部分、須恵器の小片などが

出土した。検出部分はほんの一部に過ぎず、出土遺

物も上流からの流れ込みの可能性もあるが、褐られ

た資料の範囲内で推定すると、少なくとも平安時代

には、 この流水路は埋没していたと思われる。

SR6と同様の理由から、旧流水路と判断

した。西側の下流部では特に不規則な平面形態をな

し、検出した範囲内での規模は、最大幅 1.5 m、最

深部 0.3mである。士師器・甕の口縁部、頸部、体

部の各小片や甑のものと思われる把手部分、須恵器

SR7 

の小片、中世～近世陶器片が出士している。 SR6

の埋没後、程なくして再び流水路として成立し、少

なくとも近世頃まではこの地に水流を形成していた

ov 

第9図 調査区位置図 (l

a. .... ,. 
,..~ 

l, 000) 

2̂ 

゜
50 m 

二〕
冒□土師器焼成坑

~ 二一 —> 二 B

A
 

B 

24.0111 

1 表土 2 客土 3 暗褐色土 (lOYR3/3) 
4 黒褐色粘質土 (7.5YR 3/2) 5 地山 明赤褐色土 (5YR5/8) 

第 10図 土師器焼成坑検出状況図 (l :100) ゜
4m 
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第 11図 遺構平面図 (l 200) 

a b 
24.0m 24.0m 

d 
24.Sm 

24.0m 

e I 
24.6m 

゜
4m 

1

2

3

4

5

6

7

 

黒色土 (lOYR1. 7 /1) 

オリーブ灰色上 (5GY5/1) 

褐灰色土 (7.5YR 4/1) 

灰色士 (7.5Y 6/1) 
灰黄色土 (2.5Y 6/2) 

黄褐色土 (2.5Y 5/3) 

にぶい褐色士 (7.5YR 5/4) 

8
9
1
0
1
1
1
2
1
3
1
4
 

黒褐色士 (2.5Y 3/2) 

灰色土 (lOY5/1) 

灰色土 (5Y6/1) 

灰色土 (lOY4/1) 

灰オリーブ色土 (5Y5/2) 

オリーブ黄色土 (5Y6/3) 

地山橙色士 (5YR6/8) 

第 12図 土層断面図 (l 100) 
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2. 遺 物

今回の調査において出土した遺物の時期は、概ね

飛鳥～奈良時代のものが中心で、一部中世～近世の

ものもみられる。出土量は整理箱6箱分で、この内

図化できたものは僅かであった。

以下、掲載遺物の概略を述べるが、詳細は下記の

観察表を参照されたい。

(1)は士師器の粗製椀である。口縁部の約 1/3

程度までヨコナデがなされるが、以下底部にかけて

は指押さえ及びナデの調整となる。口縁部は緩やか

に立ち上がり、端部がやや内弯する。 (2),--.., (4) 

は土師器の甕である。いずれも口縁端部がつまみ上

げられ、外面に面を持つ。 (2) は、残存部分僅少

で、詳細は不明であるが、内面にハケメが確認でき

る。 (3) は、口縁端部がやや内傾気味につまみ上

げられる。 (4) は、器壁の剥離・磨耗が激しく、

調整は判然としないが、頸部内面に僅かにハケメが

認められる。 (5) は、体部のみの残存で、器形か

ら長胴甕とも思われたが、胴部径が 9cmしかないこ

とから、筒形土器と判断した。内面には、指押さえ

と板ナデによる調整が認められる。

゜
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第 13図 出土遺物実測図 (l : 4) 

番

＇ 
器 遺
璽
法量 (cm)

胎 焼 色 残 備
調整技法の

腐
ロ 益ロロ そ

特 徴
万口 種 構 の 土 成 調 存 考

径 高 他

内面：日縁都ヨコナデ
やや粗

001 土師器 体蔀ナデ 淡黄 約
1 排士 12.0 4.4 

外面：日縁開ヨコナデ
2mm以下 並

-03 粗製椀 の砂粒含 2. 5Y 8/4 1/8 
｛本部指オサエ・ナデ

内面・日縁郎ヨコナデ

2 
001 土師器

SK2 
3 B 体蔀ナデ後ハケメ

密 良
にぶい黄橙 日緑部

甕 (11本/cm) 小片-01 SK2 lOYR 7/3 
外面：日縁罰ヨコナデ

内面：体日縁郁蹄ヨコナデ

001 土師器 5 B 15.0 ナデ後ハケメ 密 にぶい黄橙 日縁部
3 
甕 （推定）

(10本/cm) 1 mm以下 良
-02 旧表土

外面＇頸叫縁蔀蔀ハ ヨコナデ の砂粒含
IOYR 7/3 1/8 

ケメ

内面：日縁蔀ヨコナデ
やや粗 累001 土師器 頸譴郁詞ハケメ？ 明黄褐 日緑蹄

4 試堀 19.0 2mm以下
-05 甕 外面 吋＜爾員郁整ヨ揺コナ碍デ I lOYR 7/6 1/4 磋面り罐嗜し、

の砂粒含

胴部
内面・指オサエ、板ナデ

やや粗
001 土師器 7 B 外面・ハケメ (11本/cm) 浅黄橙
5 内径 1 mm以下 並 桐部片
-04 筒形土器 検出面上

の砂粒含
lOYR 8/4 

9. 0 

第5表 出土遺物観察表
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3. 結

本調査の調査区内では、数基の土坑と自然流路の

検出をみたのみであった。また、出土遺物も僅少の

ため、遺構の時期やその性格等不明な部分が多いと

言わざるを得ない。従って、範囲確認調査時に検出

し、その後現状保存された土師器焼成坑を中心に若

干述べることで、本報告の結語としたい。

平成 11年3月末現在、三重県内で確認されてい

る土師器焼成坑は、 29遺跡・460基を数える。この

内、片落c遺跡の位置する明和町南部から隣接の玉

城町にかけての所謂「有爾郷」では、 20遺跡・ 429

基にのぼる士師器焼成坑が確認されている。さら

に、本遺跡と同一丘陵上には、 6基を確認した発シ

A遺跡、 16基を確認した発シB遺跡、 6基を確認

した垣場遺跡、 100基を確認した戸峯遺跡群、 2基
① 

を確認した長五郎林B遺跡等があり、今後の調査で

さらに多数の士師器焼成坑が検出される可能性が非

常に高いと言えよう。

本遺跡検出の士師器焼成坑は、現状保存が図ら

れ、遺構掘削に至らなかったため、詳細については

不明な点が多いが、範囲確認調査時に得られた記録

から、推定も含めて次のことが言える。立地場所は

丘陵緩斜面上で、地山を掘り込んだ平面形態は中央

の一基を除くと二等辺三角形若しくは台形と推定で

きる。また、東側のものは、頂点部分が等高線に対

して低い方を向き、輪郭部分が被熱により橙色を呈

している。以上のことは、三重県内の他の土師器焼
② 

成坑の基本的特徴と一致し、事例の蓄積となる資料

が得られた。遺構未掘削のため、遺構内出士の遺物

は得られなかったが、検出面直上の黒褐色粘質土層

（旧表士）中から土師器片が多数出土しており、参

考資料となると思われる。器種はすべて甕、若しく

は長胴甕のため、所属期は明確ではないが、口縁部

が肥厚し、端部が上方につまみ上げられる傾向が強

く、端部外面に面を持つ特徴から、 7世紀代の遺物
③ 

の可能性があると思われる。

本調査区では、東西方向に調査区を縦断する形で

流水路を検出したが、その北側で土師器焼成坑と同

様の時期の土坑も検出している。流路の南側は既に

削平・攪乱を受けているためその様相は不明である

吾11110 

が、本調査区は、流路を区切りとする、片落C遺跡

の縁辺部である可能性も考えられる。そう仮定する

と、範囲確認調査時に検出した土師器焼成坑は、本

遺跡の中で最も高位に位置するもので、北側の丘陵

裾部にかけて、さらに数基の士師器焼成坑が存在す

る可能性が高く、同時期を中心とした集落跡の存在

も想定される。

（註）
① 竹田憲治「II.県内における上師器焼成坑の調査J『研究紀要』第7号
三重県埋蔵文化財センター 1998年
『二重県埋蔵文化財センター年報IO』三重県埋蔵文化財センター 1999年
② 上村安生「m.三重県内の土師器焼成坑について」『研究紀要』第7号
三重県埋蔵文化財センター 1998年
③ 上村安生「北野遺跡出土遺物概要について」第1回窯跡研究会
『古代の土師器焼成遺構について』北野遺跡の遺構と遺物見学・検討会資料 1995年
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V. 付編

I . 長五郎林B遺跡

平成9年度事業の 1号幹線水路明和工区その 1エ
事に伴い、明和町有爾中に所在する長五郎林遺跡の

工事立会いを実施し、その際、範囲を確認したとこ

ろ、飛鳥～奈良時代を中心とした遺構が認められた

第 14図 遺跡位置図 (l: 50, 000) 【国土地理院「松阪」「明野」「国束山」「伊勢」 (l: 25, 000から）】

-20 -



ため、第 15図に示した範囲に遺跡が広がることが

判明した。所在地の明和町教育委員会との協議の結

果、周知の遺跡範囲を「長五郎林A遺跡」とし、今

回確認された範囲は「長五郎林B遺跡」とした。

本遺跡は、玉城丘陵の北端にあたる標高 24,...._, 25 

m程度の丘陵上に立地する。遺構面は黄色士の地盤

で、表土直下若しくは暗茶色土の遺物包含層を介在

し、地表下 10,...._, 60 CID程度で検出面に達する。検出

した遺構は、士師器焼成坑、土坑、溝（或いは流路

か）、ピットなどで、比較的遺構密度が高く、古式

土師器・士師器・須恵器の出士をみた。士師器焼成

坑はA・Cトレンチで検出され、 A トレンチでは、

輪郭部分が被熱により橙色に変色しており、平面形

が隅丸二等辺三角形を呈していることも確認でき

た。また、 Hトレンチで検出した土坑の埋土中には

焼土が混在しており、この土坑も土師器焼成坑の可

能性がある。 Lトレンチでは、ほぼ等間隔に並ぶ4

基のピットを検出しており、掘立柱建物が存在する

可能性が高い。この他、十数基の土坑も検出された

が、本遺跡は現状保存され、遺構の掘削には至って

いないため、各遺構の時期や性格等、詳細は不明で

ある。また、確認した遺跡範囲は、あくまでも事業

地内における遺跡範囲であり、北側の丘陵緩斜面上

に遺跡範囲が広がる可能性もある。

なお、前述のとおり、本遺跡は開発主体者である東

海農政局との協議の結果、工法の変更により掘削範

囲を現水路内に止め、工事用仮設道路及び資材置場

の予定地は盛土をすることにより現状保存された。

トレンチ 検出遺構 出士遺物

A 土師器焼成坑• 土坑 土師器

B 土坑

C 土師器焼成坑

D 土坑・ピット 土師器

E 土坑 士師器

F 土坑 土師器

G 土坑 土師器

H 土坑 古式土師器

I 

J 

K 土坑・溝（流路か） 土師器・須恵器

L 土坑・ピット（堀立柱建物柱穴） 士師器

第6表 検出遺構・出土遺物一覧表
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第 16図 Aトレンチ出土遺物実測図 (l : 4) 

゜
100m 

第 17図 トレンチ配置図 (l : 2, 000) 

-21 -



2. 合戦田古墳群

1号幹線水路工事に伴い、工事用仮設道路の拡幅

の必要性から、合戦田 6号墳所在の丘陵法面が削除

されるため、第 19図に示した範囲で断面調査を行っ

た。当該部分の分布調査の結果として、 6号墳及び

同古墳の北東約 20mに位置する 5号墳は、ともに

墳丘南東部に周溝が認められ、墳丘の 1/4が消滅し
① 

ているとあり、これを踏まえ、主体部及び周溝延長

の有無の確認を行った。調査の結果、士層観察から

は主体部と思われる部分は認められず、破壊を免れ

遺存しているとみられる。また、周溝については東

側で幅 1.5 m、深さ 0.5 m程度の地山の窪みが認め

られたが、出士遺物はなく、樹木の根攪乱の可能性

も考えられることから、墳丘南東部の周溝に延長す

るものか否かは判断し難い。開削された北側は、墳

丘よりも低位の丘陵斜面であったことから、北側に

は周溝が延長していなかった可能性も考えられる。

一方、 6号墳の南西約 30mの地点では、士師器

を多量に包含した、断面U字形の遺構を確認した。

幅 1.6 m、深さ 0.5 m程の規模で、調査時に採取し

た士師器片はすべて甕である。図化できたものを第

21図として掲載したが、その他の採取遺物も、器

形や成形方法において同様の特徴を持つ。この遺構

を古墳の周溝と想定し、丘陵上の地表観察及び断面

調査を行ったが、想定を裏付ける結果は得られな

かった。丘陵上は簡易水路の敷設等、地形の改変が

著しく、現況の地表観察及び土層観察のみでは何と

も言い難いが、出士遺物から 7世紀代の遺構の可能

性があり、未確認の古墳が存在する可能性は残して

おきたい。或いはまた、北接する片落C遺跡と同様

の時期の遺構であることから、合戦田古墳群所在の

丘陵西側緩斜面上には、地理的条件から士師器生産

に関連する遺跡の存在も想定される。

なお、今回の調査では、明確な結論を出せなかっ

たため、「合戦田古墳群」として報告した。

〔註〕
① 明和町『明和町遺跡地図』 1988年

第18図 調査区周辺古墳分布図 (l: 5, 000) (大林古墳群は既に消滅）
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□□ 断面調査範囲

第 19図調査区位置図 (l: l, 000) 

_v 

a 

土

b 
27.0m 

_..lL 

撹乱

4m 

1 明黄褐色砂質土 (lOYR7 /6) 2 
3 包含層黒褐色土 (lOYR3/1) 4 

第20図土層断面図 (l: l 00) 

にぶい橙色土 (7.5YR 6/4) 
遺構埋土黒褐色土 (lOYR3/2) 5 地山橙色粘質土 (2.5YR 6/8) 

第21図 出土遺物実測図 (1
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図版2
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外山遺跡 SD3・SD4(北西から）
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図版3
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